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１ 指導単元 
４章 平行と合同 

 

２ 単元設定の理由 
中学校数学科では、数学的活動を通して数学を活用することのよさを味わい、事象を数理的に

考察し表現する力や、活用して考えたり判断したりする力を養うことを目標にしている。 

図形領域については、第２学年で学習する図形の知識のほとんどは、小学校ですでに扱ってお

り、新しい図形の知識を学ぶという新鮮さはほとんどない。 

これを踏まえて第２学年では、図形の性質を見いだすだけでなく、証明を通して図形の性質を

確かめられるように取り組んでいく。また、さまざまな求め方を考えさせることができるので、

見方や考え方を深めさせるためにも本単元を設定した。 
 

３ 単元の指導目標 
基本的な平面図形の性質について、観察、操作や実験などの活動を通して理解を深めるととも

に、図形の性質の考察における数学的な推論の必要性と意味及びその方法を理解し、論理的に考

察し表現する能力を養う。【学習指導要領 各学年の目標 第２学年（２）】 
 

４ 単元の指導計画（15 時間扱い） 
  ４章 平行と合同 

１ 平行線と角・・・・・・・・７時間 

   ２ 合同な図形・・・・・・・・７時間 

     数学のまど・・・・・・・・２時間（本時１/２時間） 
  

５ 単元の評価 ※この時間に行う評価 
（１）Ｂ評価 

星型五角形の角の和の求め方を理解し、説明することができる。【知識・理解】【表現・処理】 

（２）支援を必要とする生徒（Ｃ評価）への手立て 

・星型五角形の角の和の求め方のヒントカードを個別に渡すことで課題解決の補助を行う。 

・班での話し合いや、全体の発表を聞くなど多くの説明を聞くことで理解度を高めさせる。 
 

６ 授業改善のポイント 
（１）研究主題との関わり 

教師の一方的な説明だけで授業をすすめるのではなく、生徒の発表や発言を生かし生徒が主

体的に授業を進めることで、関心意欲を高めることができると考える。また、生徒間での発表

や教え合いの機会を多く持つことで、自分の考えを発表する機会が増え、表現力や理解力が高

まると考える。関心意欲を高め、表現力・理解力を深めることで学力の向上を図る。 

（２）授業評価の結果分析をふまえての改善のポイント 

アンケート結果より発言や質問ができていないという結果が見られた。説明の時間を短縮す

るよう工夫し、発言・発表する時間を増やし、より意欲的に授業に参加できるよう努める。 

（３）学力調査の結果分析をふまえての改善ポイント 

見方・考え方の観点が全国平均に比べ下回っている。今回の授業のように応用問題を解く機

会を多く取り入れていく。 

（４）「言語活動の充実」の観点から 

さまざまな解き方やわかりやすい説明を考えさせることで、自分が理解するだけでなく、相

手に伝えるためにはどうすればよいかも考えさせ、より理解を深めさせる。 



７ 本時の授業 
（１）本時のねらい 
  星型五角形の角の和の求め方を理解し、説明することができる。【知識・理解】【表現・処理】 
（２）本時の展開 

８ 本時の板書計画 

９ 授業を終えて 

電子黒板を使用することで時間短縮を図り、発言・発表の時間を多く取る予定であったが、使用に
手間取りそこまでの効果は得られなかった。グループの作り方や既習事項の確認の仕方など改善する
余地があった。 

 学習内容 教師の働きかけ 予想される生徒の反応 指導上の留意点（評価） 
導

入 
１

０

分 

・既習事項の確認をする。 
 三角形の外角と凹四角

形の角の求め方を確認

する。 

・三角形の外角と凹四

角形の角の求め方

を、図を使いながら

確認させる。 

・ｃ＝ａ＋ｂ 
・ｄ＝ａ＋ｂ＋ｃ 

・既習事項の確認なの

で、素早く進めるよ

うに工夫する。 

・本時の学習目標を知る。 
星型五角形の角の和の

求め方を理解しよう。 
・予想をたてる。 

・図を見せながら学習

目標のイメージを

つかませる。 
・予想を立てさせる。 

・おもしろそう。 
・難しそう。 
 
・90°・180°・360° 

・学習目標を素早く提 
示できるよう工夫

する。 

展

開 
３

５

分 

・星型五角形の角の和の求

め方を考える。 
①自力解決をする。 

・自力で求め方を見つ

けたら、班員に説明

する準備をさせる。 
・できない生徒にはヒ

ントカードを渡し

考えさせる。 

・１つの頂点に角度

を集める。 
・１つの三角形に角

度を集める。 
・五角形の内角を使

って求める。 

・素早く机間巡視を

し、できない生徒への

ヒントカードを渡す

ようにする。 

②班で発表をし、意見をま

とめる。 
・班の中で一人一人の

考えを発表させる。 
・班の中で意見をまと

め全体発表の準備

をする。 

・説明するのが難し

い。 
・友達の説明がわか

りやすかった。 

・自分の考えを班員に

説明することができ

たか。（表現・処理） 

③全体で班代表の発表を

聞く。 
・いろいろな求め方が

出るようにする。 
・いろいろな求め方

がある。 
 

ま 
と 
め 
５ 
分 

・今日の授業の内容「星型

五角形の角の和の求め

方」をまとめる。 
・今日の自己評価を行う。 

・代表的な求め方を再

確認し、今日の授業

をまとめる。 
・今日の授業を振り返

えさせ、自己評価を

記入させる。 

 
 
 
・わかった。 
・あまりわからなか

った。 

・五角形の角の和の求

め方を理解すること

ができたか。（知識・

理解） 

今日のめあて 星型五角形の角の和の求め方を理解しよう。  
星型五角形 
 

  
 

 
 

 
 

ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ＋ｅ＝  
 

a 
ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

a 
ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

a 
ｂ

ｃ ｅ

ｄ


